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ノ壊死ヲ Nomaト巾シマス。コレハ定型的ナノレ Noma1＞ー 名 Wasserk1油 s（水癌）デアリマス。











ヰル微生物ダケデモ此ノ Nomaガ起リマス。 Nomaノ病原菌ト シテハ色々言ハレテ居ル。 Lス
ピロヘータ寸属モア1レ。共ノ他，嫌気性商モ感グラレテ居リマス。サテ治療ハドウ致三ンマセウ
カ？』














経過慨指：昭和13年6月16El 入院， 骨絡~1~等度ナ Jレモ著シク崩痩 シ， 呼吸，脈博頻数＝シテ，
檀温38.9°C，左頬一般＝強赤シ，梢々腫脹セリ。第2小臼歯ノ近ク＝テ頬粘膜快損アリ，此レ
ヨリ揮干い、ナリ梢々後方ニ向フ，皮！内ェ穿孔セズ。





























































製生『 …・…・・』 ． 











I) Adamant (<las hart目 teE即n:Diamantル


































































下静脈， Lig.suspen回 rinmhepatis （紫肝靭｛~，） ；：一致セル静脈， V.thoracica longa及ピ v.
epigastiica inferiorニ一致スルモノ等＝注意セネパナリマセン。此ノ患者デハ此等ノ静脈怒張ハ
ナイ。 V.epigastrica inferior （下腹静脈）ノ所ガ極メテ少シク怒張シテ居ルダケデアリマス。今
度ハ燭診デアリマスガ，何ヲ診マスカ Y』
































Druckbegrenzung （腔迫示界法） ト言ヒマス。此ノ；事ハ光年来我ガ京大外科撃教室デ言ヒ u~ シ
臨床講義 599 
タモノヂアリマス。1）諸君ハヨク記憶シテ世イテ下サイ。今此ノJ患者デ腫膚ノ中 IJ~ ＇／ @1シテ
見Fレト外側ノ方ハ境界ガハツキリシマスガ（教授第9岡ヲ刷示シナガラ），共ノ他ノ庭ハ不明
第 9 岡 瞭デアリマス。
自nチ Druckbe・

























































M~i 僻：昂底麻酔 0.05%Lヌベルカイン1 液 25c・C. = 0.1% Lエピネフリン寸2滴ヲ加へ，
此レニテ皮切部＝浸潤肺酔ヲ行7n 術前1時間及ピ’／2時間＝ 4%Lパンオピン・スコポラミン1
(Lスコポラミン寸ハ le・c.中0.0006瓦） 0.3c・c.宛（全量 0.6c・c.）皮下注射。
手術所見：皮膚切開約10糎，直腹筋外縁＝泊ヒ筋膜ヲ切開ス J[,＝化膿膜ニテ包マレタル貨褐








































































































































































































































































第 17 岡 ??
モノデアリマス。ソレデアリマスカラ乳眼中




































































1 > Keloid ( Cheloid, Xが守＝lheclaw of a crab; E100,=resemblance. ~ノ爪＝似テヰル）。





















Rosenstein逝症}I)¥，成中大腸菌（Coliim U1・in),Omentisation {chirurgische Diureticum), L'ltra-
























































JトH＇壊ハ 1，講義ノ最初＝モj主ペタ版ニ ang官wandteMe-iizin (I;慾用曹感） l 1 fl・日デアリマ
スカラシテ，外科皐ガ護連スル鵡＝ハ，基礎曹製ノ研究ガ大切デアリマス。笠と二堅二差墜望
.I与L ヲ ~u交ス Fレ人ハ必ズシモ臨床ノコトソレヲ目標トシテハ居リマセン。ソレデアリマスカラ外
科ヲ進歩サセル鴻＝へ外科留者ガ基礎官接ノ全般的進歩ヲ注意シテソレヲ利用スル事ヲ怠ツ
テハナリマセンガ， ソレノミエ止ラズ， ドウシテモ外利瞥者自ラガ去を礎曹接的研究ヲ重宝土三
トカヘ:JI:非トモ必要デアツテ， ソレ z ヨツテ始メテ外科事ガ珪砂スルモノデアリマス。ドウシテ
？タ卜干：l歯ドl身芝二支アハ臨床上＝，他方デハ基礎留事上＝雨者ヲ草野接＝閥聯サセテ攻究シナ！：.
レパナリマセン。
昔ノ人ノ－，;・ ~~：.＇山タト＝山ア？リテ ~LJ君主キズ，路中ニ路多クシテ路窮リ無シ， ト申シテ居リマ
スガ， t裂術研究モソノu宣リデアリマス。最早ヤ研究スペキ事ガ無イト巾スノハ研究者ノ副脳ノ
働キカe行キ訂i ツタ J デアリ 7 シテ，寅~ぃ、研究ガ進メバilt ム Pl，イヨイヨ主主々多クノ研究事項
カ’扶：ギカラ次ギト湧イテうk1レモノデアリマス。ソレデアリマスカラ後世ハ員＝畏ルベキデアリ
マス。
在、ノタ卜n単純論ヲ配：イタ諸京ノrjcrカラノ 1人デモガ，外科壊ヲ専攻シ． ソシテ外科事ヲ員賞
ニi!；砂サセル人ガti＼ルナラパ，私ハ非常ニ布難イ事ト忠フノデアリマス。」
